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＜患者様連絡事項＞

・田中　静子様～以前より主治医からリハビリの為、外出・外泊の訓練をするように指導があり本日、本人より「11月13日に外出したい」との希望あった為、外出の届けを出しています。13日のリーダーは主治医への確認をお願いします。本人は、「色々あって入院したからあまり行きたくない」と話してもいます。外出前・外出後の精神状態を観察しましょう。

・古川　徳一様～昨日より37℃～38℃の発熱あり、体温の変動見られています。クラビット処方となっています。本日はバイタル異常無く、食事もむせ込む事無く、各食自力にて全量摂取されています。本日は、車椅子からの立ち上がりや徘徊は見られていませんが、今後も車椅子から立ち上がる等の行為見られる可能性ある為、転倒など注意し、身体管理にも十分注意し観察しましょう。

· 倉舘　昌雄様～夜間の尿失禁見られる為、来週から日中の抗精神病薬を追加し、就床前

薬を減薬する予定です。

　＜ＳＳＴ検討＞

ＳＳＴのグループ変更について

· 若松　澄子様～本日よりA2に導入しています。

· 佐々木尚子様～B1→A1グル－プに変更となります。

・畑中　徹様、古川　文博様、蛯名　英一様の3名ですが、アルコール依存症治療プログラムが土曜日の午前中にある為、ＳＳＴと重なってしまうという事で、グループをB2に変更してみてはどうかという意見があります。もしくは午前と午後のグル－プを変更してはという意見もあります。ＳＳＴ担当のスタッフは検討をお願いします。

＜新入院患者様＞

・竹内　セツ様　79歳　病名：アルツハイマー型認知症・うつ病　　　

病棟：東Ｂユニット3号室　入院形態：医療保護入院　　
主治医：安ヶ平Dr

平成16～不安・不眠などがあり当院を受診されています。平成18年7月末より「えんぶり物語」のショ－トステイを利用するが、不眠・徘徊又、些細な事を気にし「死んでしまいたい」など希死的発言が聞かれ、食欲不振もあり施設対応困難となり、家族が当院に相談に来られ、本日本人・家族と受診しBユニットに入院となっています。環境の変化により不安が増す事も考えられる為、訪室をまめにし本人のペ－スに合わせスケジュ－ルがこなせるよう又、食事摂取量など身体管理にも留意し観察していきましょう。又、トイレの失敗(尿失禁)をとても気にされ失敗すると混乱したり１日排便がないだけで便秘だと言われるそうです。家族からトイレと部屋だけは分かるように教えて欲しいと希望があります。食事形態は全粥・常菜です。

佐々木浩志様　24歳　病名:アルコ－ル依存症　　病棟:東Aユニット(9号室)個室扱い

入院形態:任意入院　　主治医:安ヶ平先生

初飲は高校生の頃からで18歳頃から毎日飲酒するようになり特に今年の11月初旬から一日中飲酒するようになる。炭を食べたり、泥酔して家の壁を壊す、煙草を腕に押し付ける、テレビタレントを見て「この人は創価学会の人だ」と言ったり、眠るとき、

誰かが呼んでいる、触られている、話し掛けられている等の発言があり、昨日家族が

保健所と当院に相談に来られています。本日、保健所・警察同伴で受診し、本人も入

院に同意された為、東Aユニットに入院。酒臭強く、個室使用して頂いています。

点滴1本/日で一週間処方。身体的又、離脱症状に充分注意し事故やトラブルのないよ

う観察していきましょう。













